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〔１テーブル〕 

 

［前半］ 

・ミニデイ…コミュニティスクール（港小３年） 

利用者さんと交流 涙を流して 

・各自治会ホームページを作成 

・子どもから高齢者まで交流できるような場（カルタ大会）の提供 

・石津：公園、ショッピングモール 

東小川：イベントをやっても、情報が遅い時がある。催事を大切に

している。 

・人とのつながりは本質の部分 

・人との絆は大切（地域力） 

・ペットから会話が生まれる 

・近所の方と顔見知りになる 

・ミニデイなどの活動をしらなかったこと 

・いろいろな活動をしていてもそれを知る機会が少ない 

・コロナ禍でも地域でつながりがあるとうれしい 

・いろんな店         

・店が増えるといい 

・子どもの声が楽しい 

・ホームページ 

・ペットからの親しさ 

 

［後半］ 

・いざという時のために用意 

 しておくことの周知。薬の事、緊急連絡先 

・ペットを通した交流。公園の活用。 

・子ども食堂、餅つき→食べ物、お土産あると嬉しい。参加率もアッ 

 プ 

・LINE やホームページで情報発信。併せて紙ベースの回覧板。 

・あいさつ、会話の大切さを。 

・子ども食堂が必要 

・もらえる物はみんな喜ぶ。 

・使っていない公園をドッグランにしてみたらどうか 

・回覧板以外の情報ツールを活用した方がいい 

・紙ベースとアプリを使用してハイブリッドで対応 

・目を見てあいさつは自分から 

・会話 

・ドッグランがあるとそこからつながりができる 
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〔２テーブル〕 

 

［前半］ 

・駅周辺 色が無い（北・南） 

・魚センター➡海の方で周遊 

・海がキレイ➡ロケーション生かした施設 

・写真映えスポット 

・魚以外のおいしい物 

・温泉 

・ＩＣ×２ 駅×２ 

・回遊イベント 

・若者が遊べる場所 

・食べ物がおいしい 

・地域の人との繋がり➡初めて知った。誰がどのくらい？ 

・釣りの施設あり➡レジャー施設少 

・一日買い物する所 

・道が整備されている 

・公園が多い➡遊具とかは少 

・ドッグラン➡ペット連れの行く所少 

・市内の需要 

・たくさんの高齢者 

・デマンドタクシー（行政） 

・新元気世代 

・ミニデイサービス（個人ボランティア）➡メンバーが大事 

・市内の需要 

・イルミネーション事業 

・ゴミ出し 

・西焼津駅 

・瀬戸川 

・デマンドタクシー 

・民生委員 

・飲み歩き、食べ歩きできるイベントが欲しい バル？ 

・魚のまち、魚センター、温泉といった施設がある 

・魚センターからの観光の手段が少ない 

・人の集まる施設を増やしてほしい 例えば演劇場（小劇場）、ライブ

ハウスなど若者が活躍できる場所が欲しい 

・工場も大型商店もない、閑静な町 

・気楽に移動支援ができれば良いと思った。日時・場所にとらわれな

いで。 
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・キーは「1 つの勇気で」と思う 

・けやきの会応援隊が有る 

・他市他地区からの人が増えている➡先進的な考えの人が多い 

・大村中学校区が３・４・５・６・７自治会と多い 

・女性の役員登用がない（自治会、町内会長） 

・おせっかい役がいない 

・老人世帯が増えている 

・空き家も増えている 

・駅のトイレ 色がない、焼津駅のトイレに拭く紙が無い。自分でお

金を払って買わなきゃいけない。藤枝は花いっぱい置いてある。北

口も南口も色いっぱいある 

・かもめの３匹、中学生に描いてもらうのはすごくいいと思った。 

地域の人と協力みたい！ 

初めて知ったから親しみ持てる 

 

［後半］ 

・良いと思ったことをすぐ実行！ 

挑戦する気持ち、勇気 

・マイナンバーカードで全て解決 

・色々な連携 

・デジタルの普及・簡素化 

・人づくり     

・仲間づくり  ＳＮＳで発信（見る工夫）  

・学校ごと若者への発信 

・イベントに参加して交流の機会を作る 

 

〔３テーブル〕 

 

［前半］ 

・お祭りでのつながり 月に１回集合 なかねカフェ 

・「港地域おでかけ支援隊」地域の受け皿 

・差し出す手 一つの勇気でつながる笑顔 

・「たすけあい」 

・地域の困りごとを地域で見つける 

・隣近所の助け合い 

・若い人（知識（スマホ））➡お年寄り 

お年寄り（知識や経験）➡若い人 

関わることができるように 

・子供会のようなコミュニティ 

・中高生が参加できる行事 
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・お年寄りとお祭りで交流 

・公民館の活用 

・商店街 

・近所の人との関り 

・コロナで交流が減ってしまった。 

・中学生、高校生が参加できる交流会 

・地域のつながり減っている 

・コミュニティの場所 

・高齢の方が集まる場所つくる 

・お年寄りと子供が関わる場所がある（カフェ） 

・焼津 温かい方 

・近所づきあいが大きくなって地域の交流" 

・おでかけ支援隊がいろんなところで活発になると路線バスが廃止 

になってしまう心配もある。高齢者の為の活動が学生たちにとって 

は足が無くなる恐れがある。 

・地域の高齢者と子供達との交流あり公民館を利用して輪投げなどを

楽しんでいる。 

・隣近所との付き合いが大切➡町づくりに継がる 

・中、高が参加できるような行事を考える 

・地域の中、高校生の会合を持つ 

・世代間交流がある 声かけ ふれあいの場 

・バス運行へのボランティアは良い。 

・高齢者の増 

・祭りがコロナで中止 

・近所づきあい 

・老人憩いの家 

・居場所づくり  

・公民館の利用方法 

・自治会館 

・昭和通りの活性化  

・老人と子供達との交流の場  

・ふれあいが必要 

 

［後半］ 

・若者によるスマホ教室      

・小ワールドカフェ 

・スマホが無いと住みづらい？" 

・中学生・高校生の地域での会合 

・高齢者向けの公園 

・コミュニケーション  

・つながり  

・受け皿づくり  

・市民集会を地域で 

・文化祭などで学校に焼津市民を呼ぶ（交流ができる） 

・交流できる場所 高齢者向けの公園焼津に無い！ 

・コミュニケーション 

・地域の中高生と高齢者との交流  

・地域でもミニワールドカフェ開催  

・高校の文化祭に参加 

・高齢者と中高生との交流の機会をつくる 

・地域でもミニ市民集会を開催 
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〔４テーブル〕 

 
［前半］ 

・みなくーる最高！ 

・カツオの塩辛食べたい＋じゃがバター 

・北名古屋市 

・食べ物が美味しい 

・食事を介しての話題で意見交流する 

・人生１００年の基本は良く食べる 

・消防団員になり手がいない 

・東益津地区は地域活動が活発である 

・焼津市は住みやすい地域だと感じる 

・神社ごとの塊が地域活動に基点になっている 

・和田地域は地域差があるように感じる 

・元気の源は食事にある  

・焼津の食文化が良い 

・食文化の先には健康のためスポーツは必要である 

・皆さんから言われて地元の良さを再発見！！ 

・食は生きること 

・焼津市の良さ、優しさを再発見しました 

・コミュニティスクール⇔防災 

・カツオのカツ 

・良く食べることが健康 

・スポレック…スポーツ 

・中学生の防災訓練参加 

 

［後半］ 

・子供中心の食文化を広める 

・地域が子供を育てる 

・世代間交流は重要である 

・学校と地域が協力して世代 

 を超えたリーダーを作る 

・どの世代でもリーダーと 

なりうる場を設ける 

・運動部を学校➡地域協働 

・学生、生徒を地域づくりに巻き込む➡バトンをつないでいく 

（防災・コミュニティスクール） 

・人との交流を目的とするが手段は食いつきやすい内容 
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〔５テーブル〕 

 

［前半］ 

・継続できるボランティア活動（隣３軒両隣活動） 

・声かけ 野菜配り 

・細くても長く続けることの大切さ 

・ランドマーク作る 

・コミュニケーション 

・若者が遊べるところが欲しい 

・景観の良さ（高草山、桜の名所）海岸のみち 

・市の社会資源をいかす 

・集約化 

・人が来てくれるまち 

・人口が減らないまち 

・緑が多い 自然が豊か 

・外国人と仲良く 

・地元の産業を生かす（水産都市焼津） 

・人との絆を切らない 自分たちでやる 行政が手伝う 

・孤立させない 誰かが声をかける 

・１ 支援の継続 

・２ 病院への移動支援 

・気の良さ 世話好き 景観（自然豊か） 

・さかな 強み 温泉 

・美農里 

・自助公助 

・仲間づくり 

・地域主体 コミュニティスクール活用 

・農業高齢者の支援 

・ボランティア…小中学生との協力 

・高草山、桜➡景観 

 

［後半］ 

・仲間づくり 孤立させない  

誰かしら見守ってくれる人がいる 

・隣三軒両隣り 

・声かけ、自助、公助 

・企業との協力、企業の社会貢献 

・集まって話せる場 

・現実的な話ができる 
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〔６テーブル〕 

 

［前半］ 

課題は？ 

・下流部の地形 

・地震対策 

・互助・支え合い 

・近所づきあい、普段から顔の見える関係づくり、おせっかい、 

誘われれば行く 

 

住みやすいまちって？ 

・安心である、安全である 

・交通の便がよい 

・ゴミのないまち 

・自慢できる資源がある 

・買い物に便利 

・選択できることがたくさん。選べる幸せ 

 

☆おでかけ支援隊の発表 

〈感想〉 

・支援してもらうこと大切だと思う 

・いつ一人になるかわからない。支えてくれる人大切だと思う。 

・外国人と高齢者交流するって良い。焼津市は外国人の住民が多い。 

・祖母がひとりでくらしている。コミュニケーションの場面 

・地元のことと公園がほしいなと思った（山の手地区在住） 

 

☆あなたの住まいは？ 

・豊田地区（西焼津駅周辺） 

公園が少ない 公園は防災対策 海岸付近から引っ越し受入可能 

自宅から避難場所が遠い  

・公園整備➡防災 避難場所遠い 

・西焼津駅周辺 人口増加 

・焼津は水害 

 

［後半］ 

・引っ越してくる人多く、昔からの 

知り合いが少ないので 

民生委員・児童委員さん、頼みます。 

・防犯カメラ必要か？ 

・見守り隊 沿道に立って子どもの通
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学路、犬の散歩しながら見守りする仕組み 

・路線バスがなくなり免許返納 交通の確保 

・（課題をみつける）声をあげられない人にも聞き取りをする 

・課題をみつけること。街歩きをする「知る」 

・公園があれば、防災だけじゃなく、健康公園として活用する。" 

・体力のある若者、知恵のある高齢者 

・若い人のできること、高齢者のできること 

・個性を大切にする 

・避難された女性に対して主体的に参加 

・地震、防災、安心に暮らせる環境づくり" 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔７テーブル〕 

 

［前半］ 

・楽しい 役員 まずはやってみよう 

・大村区助成金（子どもかい さくら会） 

・女性部のあり方検討会 

・子ども食堂 子どもとお年寄り 見守り隊 

・けやきの会 公会堂 足 車 継続 ドライバー６人 支援者 

・地域部活動 ボランティア部 

・地域の課題 話し合い➡動いてみる、やってみる 

・継続する➡有償だから 

・行政は平等に配布全体 できない部分はボランティア  

・焼津高校ボランティア部 地域に根付いたボランティアを！ 
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・後援者作り 

・大村地区 地域の為に動く方に助成金を出す 

・人生挑戦！  

・伝える技術 

・子供達とおばあちゃんたちをつなげる居場所づくり 

・楽しむこと 

・地域で出来るボランティアの活動を支援したり活動に参加する 

・今までの活動にとらわれず楽しく意義の「あるものをアイデアを 

出して実践していく。 

 

［後半］ 

・地域が居場所！ 

・「新春を祝う会」もちつき 

防災訓練 炊き出し どんと焼き おしるこ 焼きイモ 

きっかけづくり まずはやってみよう！ 

➡楽しい！➡支援者の後継者 

・行事 継続 お正月、 

豆まき、ひなまつり、 

端午の節句、七夕、 

夏まつり、秋まつり、 

ハロウィン、文化祭、 

クリスマス 

" 

 

 

 

〔８テーブル〕 

 

［前半］ 

・ひとりひとりの工夫！！支え合い 

・住みやすいまち 不便が無い、地域の困りごとに手を差し伸べる 

人がいる。困っている事を言えるまち 

・若者の勤務先が少ない 

・子どもたち向けのイベントに大人が参加 

・異年齢の交流 

・外国人が多い地域➡優しさ、いたわり  

公民館祭り（外国人が 60 人参加 共生をテーマ モンゴル ゲル） 

・高齢者必要な事 

・自分の事で精いっぱい 

・まわりの事に気づける事 良い 
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・スタートに向けて 

・他市の事例を参考に 

・車両の提供➡医療、介護 

・運航の課題は事故 

・費用➡自治体負担 

☆保険料 ボランティア、車の保険 課題 

・きっかけ作りが大切 

・ボランティアへの要求が多くなる➡リスクもある 

・保険料が高い 

・外国人➡優しさ、丁寧さ 

・若者の勤め先 

・不便さを失くす 災害・医療に強い（安心・安全） 困っている 

時に声をあげられる 

・そのための工夫のある支え合い" 

・優しさ、丁寧さがあることが大切 

・若者の勤務少➡多くなるといい。 

・あいさつ多くなるといいな 

・外国籍の方多い よく話せる人多い（話せないと思い込みすぎ） 

➡公民館まつり 若者の交流 

・地域の人たちが何を求めているのか気づける 

・気付き➡活動に移せる勇気がある 

・地域が同方向へ行くのは難しい 

・とりあえずやってみることって大切 

・他市のことを参考にしたが自市のやり方を考えられる 

・ボランティアが活動しやすい➡市が干渉しすぎない 

・熱意➡話す 地域がバックアップ！！ 行政に頼らない 

・車両保険・傷害保険、手厚くして安心して活動できるように。 

・工夫のある支え合いが大切 

・住みやすい 不便でない事 高齢者の買い物（ＷＩＮＷＩＮの関

係）、防災など医療に強い、高齢者、子どもに優しい、困っている

こと言える 

・自分の生活で精一杯、気付けることが大切 

・課題 勤め先が少ない 若者にとって少ない 

・地域イベントが少ない コロナ禍で交流減 

・住みやすい 不便が無い事 お金がかからないこと、災害に強い

安心できるまち。医療、支え合いの関係性 

 

［後半］ 

・子どもが安定した環境で育つまちづくり！！ 

・自分の力で生きていく      

・友だちづくり（地域を超えた） 

・保健師の存在 

➡支え合いのシステムの見直し 

 ➡ボランティアのあり方 

➡60 代、70 代が 

80 代、90 代を支える 

➡将来が不安 有償 

・助ける方にもメリットのある仕組みづくり 

・自助、公助、共助、互助 

・経験を生かし、交流を活性化する 

➡責任を担保できる専門家の存在 

・ボランティアのあり方を変えていく。 
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・支え合い⇔経済効果につながる システムの見直し（互助が大切） 

・地域の中でのイベントなどで積極的に参加 

・挨拶、声かけし合う 

・安心した保育環境をサポート 

・子ども会の参加、異年齢の交流、できる工夫 

・多方面、多分野の友達を作ろう！ 

・保健師の役割、期待が大きい 

・今の時代に合う互助関係づくり 

・ボランティアの考え方 

・工夫 

 

〔９テーブル〕 

 

［前半］ 

・公園（大学時・石津西・八楠）０才からうん 10 才迄  

・各地にあってほしい 

・子育て支援 

・高齢者家族" 

・日経プラス 防災レシピ 

・食育 

・マッチング 

・パン屋が無くなった！ー高齢化 

・避難タワー多い 

・犬 

・公園 

・大井川ＩＣの開発 

・焼津大人クラブ" 

・ウォーキング公園 

・足から老化する 

・豊田は若人が多い 

・マッチングできる人がいない！！ 

・コーディネーターがいるとよい！！ 

 

［後半］ 

・費用対効果 

・ターントクルこども館  

大人デー！！ 

・口コミ←キーマン探し    

・情報を見つけるのが大変 
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・居場所作り 

・デマンドタクシー 大覚寺 八楠 越後島 大井川 

・港 介護つばさの車を利用 

・みんなの図書館 さんかく 

・出かけたいが出かけにくい 近くにお店が無いケース有り 

 

〔10 テーブル〕 

 

［前半］ 

・一つの所 買い物のしやすいまち 

・世代間の交流 

・道路の整備 

・子育て世代 

・高齢者にとっても大変 

・共に大切にする必要 

・団地であっても隣同士でも 

・１８歳まで医療費無料 

・高齢者はどんどん値上がり 

・住みやすい 

・お買い物 一緒に行ける楽しみ。車の手配、補償、ボラの大切 

さと年齢の関係 

・大型商業施設があると買い物は楽だけれど 

・医療費 高校生まで無料 

・気持ちはあっても課題は多い 三世代  

・別世代とのかかわりが少ない 

・道路整備 

・進行を避けようと細い道を使用する人が増加したことで、子ど 

もの通学路の安全性が低くなった➡スクールゾーンを作る 

・高３まで医療が無料 

・大きな商業施設が欲しい 

・買い物が便利になる 

・道路の整備 

 

［後半］ 

・高校生に対する情報発信の手段 

・学生に情報が届かない  

➡ 声をあげることが難しい 

・声をあげる  

➡ 窓口がわからない 



 

13 

 

・仲間を見つける 

・個人よりも自治会、町内会" 

・地元の集まり 

・自治会 

・学生の参加 ➡ メリットの提示" 

・学校の掲示板に市のライン紹介して！ 

・あがった声をどのようにまとめるのか 

・自治会のあり方 

・自治会の体制 

・意見を聞いてくれる市の窓口 

・中・高校・学生にもわかるようにその人たちの声を聞く機会を" 

・周知 

〔11 テーブル〕 

［前半］ 

・ポスターやデジタル 

知る機会が増える でもできるだけ行動範囲を広げる。 

・焼津市のすてきな歴史や文化が知れないのはもったいない。 

・回覧板やごみ捨て場や道であった人などと話す。 

・商店街が発展 

・交流のできる場所があるー趣味などで話しが合う人、釣り場や植

物園、アトリエなど 

・意見を言える環境 

・子どもの居場所➡公園、お祭り 

・外でも家でも楽しめる市 

・今よりもっと誇れる市に" 

・会を知る機会がない 

・人の目がある通り 子どもの行動範囲が広い 

・国道が暗くて怖い 道の整備 

・居場所から➡外へ行こう  室内で完結してしまう 

・思いを反映できる地域 

・歩きで簡単に行けるスーパー、郵便局、銀行があると住みやすい 

 人の目 

・世代交代 

・安全な生活道路、通学道路 

・居場所から外へ 

・外へ出ない 

・国道 

・お互いのお節介必要 

・こんな会が必要 
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・世代に合わせた自治会の体制作り直す 

・一芸を持つ人をキーマンに 

・交通事故等、身の安全を確保できるまちづくり 

・ユニバーサルデザインに配慮した施設の充実 

・移動手段の確保されたまち 

・ＳＮＳによる情報発信 

・人とのつながりの場を増やす➡公園や家の造りなど 

・若い人は外へ出てこない➡草掃除など" 

 

［後半］ 

・人とのつながりを増やすには 

・交流の場の発展（外に出る） 

・公園の利用促進 

・地域清掃を通して幅広い世代 

 を繋げる 

・地域イベント内容の見直し 

・ＳＮＳの利用促進" 

・今よりもっとたくさん意見を言える場所 

・古事記を読む 

・選択肢を広げられる市なら良いな 行きたい学部 

・Ｕターン体制 

・あきらめないで 声をあげて 

 

 

 

 

〔12 テーブル〕 

 

［前半］ 

ゴミ  

・汚い、くさい、住みたくないと思ってた。漁業のまちだから 

・観光に力を入れていない 

・ゴミ問題 ネット、減量 

・仕分け➡処分を教えるコミュニケーション 

・回覧板を紙。量が多い 

 

・地域 真面目な人が多い 

・温暖で住みやすい 

・家賃が安い（物価面） 

・高州 若い人が多い 
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・将来的におでかけ支援が必要になってくるかも 

・地域清掃など熱心 

・ダイバーシティを認め合える社会 

・相談し合える組内のコミュニティ 

・外から来ると汚れていると感じる 

・魚のまち、漁師の心意気海があるところ 

・口が悪い 

・意見を聞いてもらいやすい 

・藤枝ＶＩＶＩ" 

・駅 キレイにしたい 人がやさしい 

・ゴミを仕分けて捨てること ➡ うまくいっていない 

・◎他市から来た人との共生 

［住みやすいまちって？］ 

・気候 住みやすい 

・家賃 静岡市より低い 

・人間関係 多様な生き方・暮らし方を認められる。相談しやすい。 

・物価が安いから 

・ゴミを少なく 

・天気が良い、寒くない 

・不審者？がいない 

・地球温暖化防止 

・魚が旨い 

・海がある 

 

 

 

［後半］ 

・住みやすいまち作り 

・防災 

・防犯 

・多様性を認め合える 

・交通利便性、車ないと 

生きていけない 

・子育て 

・色々な買い物が近くでできる 

・観光交流人口を増やす 

・◎コミュニケーションをとり易い地域作り 

・（水害）マイタイムラインをコミュニケーションツールとして 

使う 

・あいさつ運動 

・近所の人との会話" 

・地域社会に顔を出すこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

16 

 

〔13 テーブル〕 

 

［前半］ 

・市内だけでなく各所へ行きたい 

・自主的に行きたい場所を言う 

・他人への気遣い 焼津のいい所 

・魚がおいしい 

・地理的、気候的に恵まれている 

・ふるさと寄付金が多い➡この遣われ方 

・”元気”高齢者の基本 何を求めているか 

・行った夫の施設（トイレ等）事前調査 

・災害ボラ…そのコーディネーター団体との関係 

・かつお事件・漁協…ウミは全て出して出直して欲しい 

・大型店舗が強い 個人店舗が活躍できる町にしたい。" 

・焼津のいいところ 

私の団地は自由である。難点は、もうちょっと節度を守ってもら 

いたい（ちなみに私は県営団地に住んでいます） 

・魚がおいしい 

・ご近所のつきあいがある 

・買い物にちょっと不便?！ 

・自然がたくさんある 

・焼津のウミを出す（真面目にやっている人が損をしてしまう） 

・海に面している 海岸線長い 

・魚が美味しい 

・あのことで焼津がマイナスイメージになっている 

・個人事業主が大変。個が活躍できればいい" 

・公園１３０箇所使い切れてない 

・自分の時間 趣味を共有できる場所 バイク好き 

・住みやすいまち、挨拶をする 

・助け合いが近所づきあい 

・マイナンバー積極的 

・魚がおいしい 

・重要幹線が集中 

・課題 昭和通り 水産関係 

・良い所 

海がある 釣りができる 魚がおいしい 地形的な良さ まつ 

り 助け合う人と人 

・悪い所 

駅前が寂しい いざ災害があると… 産業の見直し 大型店舗 
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海問題のウミを出す 

・いいところ 

マイナンバーの普及が積極的 ふるさと納税 

魚！海 祭りとかの行事" 

・災害がおきたときの対策を 

・お店を活性化させたい（個人事業主とか） 

・焼津は焼津の魅力をつくる 

➡よそのところを見て「焼津がやっぱいい」と思ってもらいたい 

・ふるさと納税 マイナンバー quo  子供の為に使う。 

・水産のイメージを…。 

・自然がある、人が良い 

・ボランティアコーディネーター 

・災害の時に逃げ場無し➡海からの支援をつくる 

・魚がおいしい 

・自由、節度 活躍できる 

 

［後半］ 

・〈地域の活動参加〉 

祭り、地域行事、若者から参加  

地域・地元愛情の深化  

思い出・知識習得 

・〈あいさつ〉誰とでも 

 ➡非常時、災害時の助け合い 

・〈利他主義〉自己主義ではない、自分以外の得、利➡皆の幸せ 

・〈勇気で行動〉手を出す 

・〈自分が楽しめる・皆が楽しめる場所づくり〉 

・〈まず自分が楽しむ〉➡元気の基 

・〈大井川防災広場の活用〉 普通に使用できる 

・公立幼稚園同制度 大井川３年、焼津２年 こども園化 皆で市 

に提案 

 

〔1４テーブル〕 

 

［前半］ 

・80 歳で家庭菜園をきっかけに「野菜作り」➡安価で売る 

➡コミュニケーションのきっかけ。「稼ぐ」が嬉しい気持ち。 

・情報の共有、公開。困っている人、身動きとれない人がどこに助 

けを求めたらよいか、そもそも知らない。 
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・地元でどうやって生きていくか 

・「駄菓子屋」人が集まる雰囲気 

・空き家をリノベーション 

・「困っている人」が相談しやすいまち。ひとりで抱えずに 

・外出支援「つづけるため」に何をするか。 

Ex 車があっても運転手がいない。地区を区切らない支え合い。 

・課題気づくこと 

・京都の事例（他地区の）スマホ使う。 

・居場所づくり 

・歩いて行ける範囲で生きていけること 

・安心・安全が大前提 

・リモートワークができるようになったから「県外に出ないと」と 

思っている人を引き留めることができる 

・お金をあげるから「住んで」ではなく自分の子がここに住もうと 

思えるか。学校、産業足りてない。 

・「生きる力」がわきでる地域。「何もない」ところから何かをやる！ 

感動と共感 

・住みやすい 安心、安全、絶対大事。 

 

［後半］ 

・まちの全体の雰囲気=地域景観 

高齢者が花を植える 

・「人のつながりをどうつくるか」 

・助けて欲しい時声を上げやすい 

「相談」 

でも頑張りたいときは頑張りたい（自立） 

そのバランスのよい社会は、（高齢でも）生きやすい社会 

・世代間交流 

 

〔15 テーブル〕 

 

［前半］ 

・自治会館の活用方法はある？ 

・公民館の活用をもっと上手に 

・自治体からの声➡市高齢者➡若い子 

・若い子向けの講座 茶道・書道教えてほしい 

・安心・安全 

健康 病院 スーパー 買い物  

防犯 地域の仲がよい 目がある。 
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・交通の便 車➡自動運転 AI 

自治体での運営できたらいいよね 

 ・活動を知らなかった。若い人も関われる機会があったらやってみ 

たかった。知る窓口、情報があったら良かった。 

・かけこみ寺のような場所 世代を超えて生活・子育ての知恵がも

らえたら。 

・家族がいても他に相談したい時があるよね 

・民生委員さんのアプローチ、関わり方がどうだったか。 

昼間一人暮らしの方の把握" 

 

［後半］ 

・条例をつくる。使いやすくしたい。 

・高齢者が外出しやすくなるために 

居場所作り 

・将棋クラブとか。 

人がいる！話が出来る。 

・酒かカフェ 管理者 

・防災 地域の活動への参加率を 

上げる 

・身近 学校の近くにあったら  

距離 

・学校との連携  

・ボランティアのニーズ集め 

・困っている人の声を集める方法 

本人しかわからないニーズを集める 

回覧板で（匿名）" 

     市 

     | 

    公民館長 

     ↓ 

    ボランティア市民 

     ↓ 

    発信 

 

     市の職員さんも参加できる 

    誰がやるのか 

    組織化 

    有料化 

    若いスタッフ 

    気軽に 
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〔16 テーブル〕 

 

［前半］ 

・QR コード、カメラ機能で読み取れる  

レストランとかに焼津 LINE アプリをあちこちにおいといて 

・河津桜を植える活動素晴らしい。 

会員２００名くらい 策牛、方ノ上、関方 

・誇りがある ふるさとの田んぼ お母さんたちにも歴史を知って

もらいたい 

・小中学校の活動 初代会長永田さん 蝋梅、河津桜を地元の人に 

配ったことから ➡ 世代交代が鍵" 

・居場所を 行事・イベント 地域に 

・スマホ講座➡定期的に➡若い人教える 

・楽しい系でなく説明  

➡ インスタ youtube 使われる 

 

［後半］ 

・LINE 公式アカウントの拡散活動  

➡若い人が参加できるイベント情報 河津桜の情報発信  

➡若い人の参加を促す 

➡観光親善大使から、焼津のいいところやイベントを 

YouTube で発信して欲しい 

 

・TikTok 1～２分 短い時間で楽しい動画 

８～１５分 県大会とか全国大会のお知らせ 

インスタ系は楽しく。動画は娯楽、若い人はそう 

 

・スマホの使い方を若い人から学ぶ機会を多く作る。 

LINE の使い方" 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


